
時代が求める住宅地の変化
-住宅地への期待と役割-



分譲住宅地事業を通して見られる最近の傾向

不特定多数のための宅地・住宅供給
（公的開発、民間開発、区画整理）

現代的課題を持った地域型開発事業
（公共事業、民間事業、官民共同）

□防災上の観点の欠如
・安全とは言えない立地
・リスクのある切り盛り土工事
・避難路の未確保

□宅地供給、住宅建設、外構
整備に総合的計画性が欠如

□まちとしての持続性の弱さ
・近隣コミュニティが希薄
・多様な世代交代がない
・まちとして単一用途・機能

□その地域と場所に適した内容（計
画プログラム）の開発事業
・防災の観点
・地球環境、省エネの観点

□造成計画、建築計画、外構造園
計画が分断されずに総合的に行
われる。

□エリアマネージメントや環境管理に
住民や企業が関わっている。



プロジェクト１
ボン・ジョーノ３街区

• 北九州市の「城野ゼロ・カーボン先進街区」を
実行するためにプロポーザルで事業化された
民間企業体のプロジェクト

• 造成計画、建築計画を通して、ゼロカーボンを
実現する事業。（保水性舗装、樹木による環
境負荷の低減、ZEH住宅の建設）

• HEMS、CEMSでの地域エネルギーマネジメント

• 一般社団法人城野ひとまちネット（タウンセ
キュリティ、グリーンマネジメント、エネルギー
マネジメント）



城野ひとまちネットHPより

UR都市機構城野北地区HPより











ボン・ジョーノ住民施設テッテ（福岡県北九州市）：ひとまちネットHPより



プロジェクト２
三島塚原桜郷里

• ふじのくに防災減災・地域成長モデル総合特区
指定

• 優良田園住宅の建設の促進に関する法律

• 地権者が「三島塚原田園住宅合同会社」を作っ
ての事業化。

• １区画300m2以上の規定、壁面後退などの基準。

• 電柱、電線の景観的措置（街区の背割り建柱）。

• 景観協定を定めた住宅の建設と分譲。

• 住民管理組合の設立と環境管理。



三島塚原桜郷里（三島市）2020年









プロジェクト３
ラボフィールド笠間中央

• 茨城県笠間市の「笠間生涯活躍のまち」（笠
間版CCRC）の政策に基づくプロジェクト

• 東京都市部からの移住、二拠点居住、地域と
の交流を目的とした住宅分譲事業。

• 宅地整備と同時に交流施設（交流棟と宿泊
棟）を建設して、市内の陶芸をはじめ様々な活
動グループとの交流拠点をつくる。お試し居住
も可能。











プロジェクト４
しまだみそらガーデンプレイス

• 静岡県の「豊かな暮らし空間創生住宅地」認定

• 静岡県が検討しているポストコロナの時代の住
宅「プラスO住宅」の導入

• 地域型工務店がチャレンジする家庭一体の住
宅地（住宅の内部空間とコモンの外部空間が強
く結びついている）。

• 寝に帰ってくるだけの家ではなく、仕事や地域と
の関わりなども含めて日常の暮らしを快適にお
くれる暮らし空間の実現









プロジェクト５
ブルームガーデンのぞみ野

• 住民管理組合による環境管理を本格的に取り
組んだ最初の戸建て住宅地。

• 造成計画、建築計画、外構植栽計画を通して、
分譲事業によるまちなみ景観を持続的に形成。

• 住民管理組合の活動に対して評価が高く、
グッドデザイン賞、都市景観大賞優秀賞、住
まいのまちなみコンクールなど受賞。







住民コミュニティ施設：リビオ姫路大津ブルームガーデンのぞみ野（兵庫県姫路市）



夏まつり リビオ姫路大津ブルームガーデンのぞみ野（兵庫県姫路市）



夏まつり リビオ姫路大津ブルームガーデンのぞみ野（兵庫県姫路市）



結 語

地球環境（温暖化）、防災、地域コミュニティは相

互につながっている関係。特に住宅地開発にお

ける造成計画と建築計画の際には、これらの観

点からのアプローチが重要な課題になっている。

そしてそのようなことが住宅地の分譲事業に実

質的に要求される時代になっている。


